
⚫ ことばをほとんど理解できない・話せない子ども/人にどんな指導をすればよいか

わからない。保護者から「しゃべれるようになるために家で何をすればいいです

か？」、「たくさん話しかけているのに全然ことばを覚えてくれない」などと相

談されるけれど、なかなか良いアドバイスができない. . . 。 そんな悩みをお持ち

の方々のための、明日からの実践に役立つ勉強会です。

⚫ 実際の事例（言語理解・表出とも不可～単語レベルの子どもおよび成人）のビデ

オを見ていただき、音声記号（話しことば）未習得の段階からの評価のポイン

ト、言語習得の土台となる指導、音声以外の手段によるコミュニケーションの指

導/支援、保護者へのアドバイス（家庭での支援や保護者のサポート）などについ

て学びます。

※この講座は当初、会場での開催を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染

症拡大の影響により、講義時間を短縮してのWeb講座に変更となりました。その

関係で、一部事例のビデオは顔を隠しての提示となりますことをご了承ください。

よこはま発達相談室主催・よこはま発達クリニック共催

重度の知的障害を伴う自閉症スペクトラムの

言語・コミュニケーション指導

〜言語聴覚士・指導員などのための勉強会〜

【Web講座】2021年5月10日～5月23日

＊期間中は何度でも視聴できますので、自分のペースでじっくり学ぶことができます。



一般社団法人 発達精神医学・心理学研究会 セミナールーム

Email：seminar@ypdc.net   TEL：045-942-1160

※セミナーに関するお問い合わせは、できるだけメールでお願いいたします。

お問い合わせ先

講 師 飯塚 直美（言語聴覚士/よこはま発達相談室・よこはま発達クリニック）

横浜市南部地域療育センター・同市総合リハビリテーションセンター・北部地域療育セン
ター、国際医療福祉大学保健学部言語聴覚障害学科講師を経て、現在に至る。特別支援学
校の外部専門員、児童発達支援センター・放課後等デイサービスのスーパーバイザーなど
として、教育・療育現場のスタッフの支援も行っている。

著訳書：「どうしてかな？ 理由の説明 学習絵カード」（スペクトラム出版）、「発達期
言語コミュニケーション障害の新しい視点と介入理論」（医学書院）、「自閉症スペクト
ル 親と専門家のためのガイドブック」（ウィング著/東京書籍）など

お申込み方法 よこはま発達相談室ホームページ（http://www.ydc-r.com）の「セミナー」→「専門家

向け講座」または左記QRコードよりお申し込みいただいたうえで、お支払い手続き（銀

行振込）をお願いいたします。

※ お申し込み、キャンセルに関する詳細は、ホームページでご確認ください。

費 用
6,600円（税込）

※ 賛助会員の方は2,000円割引（4,600円）となります。お申込時にお知らせください。

開催方法
【講義】60～90分程度の講義動画を2本、Web上にアップいたしますので、2021年5月10

日（月）～5月23日（日）までに視聴してください。

受講費のお支払いが済まれた方に、5月7日（金）にメールで、動画視聴と資料ダ

ウンロードの URLをお知らせ致します。

＊今回は、オンライン（zoom）での質疑は実施いたしません。ご質問がおありの方は、

5月24日（月）までに所定のフォーム（5月7日のメールでURLをお知らせします）で

お送りいただければ、ご質問にまとめてお答えする形の動画（30分以内）を5月29日

頃に受講者全員に配信いたします。いただいたご質問全てにはお答えできない可能性が

ありますので、あらかじめご了承ください。

＊連絡メールは、基本、こくちーずプロよりお送りさせていただきますので、

@kokuchpro.comからのメールが必ず受信できるよう設定をお願い致します。

対 象
言語聴覚士、公認心理師、臨床心理士、臨床発達心理士、児童指導員、特別支援学校/

学級・通級指導教室の教員など、自閉症スペクトラムのお子さんの個別指導を担当して

いる方 ※お申し込みが少ない場合は中止することがあります。あらかじめご了承ください。

Web受講に
ついて

＊お申し込みと同時に下記事項に同意、誓約いただいたものとみなさせていただきます。

➢受講は、お申し込みいただいた方個人での視聴に限らせていただきます。職場など
で複数の方が参加される場合にも、それぞれでお申し込みください。

➢本講座で掲載されている内容の著作権は、講師に帰属します。

➢本講座の掲載内容（文章・画像・映像・音声など）について、録音・録画・撮影
（スクリーンショットなど）および、それらの転用やSNSなどへの掲載は一切禁止
いたします。


